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金属製循環型物流機材（RTI）用RFIDに 
関する国際標準化に関わる 
フィージビリティスタディ 

プロジェクトの背景 
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なぜ、グローバルサプライチェーンなのか？ 
国内の産業空洞化阻止のために 
 ・製造原価の低減⇒ダントツ工場 
   かざし読みからの脱皮⇒RFIDの活用 
 ・輸送価格の低減⇒購入品、完成品輸送価格 
   輸送手段・方法（航空機、船、トラック・・） 
   輸送期間の適正化⇒途中在庫の低減 
   JITの実現⇒トータル在庫の低減 
   輸送品質の保証⇒センサ付きRFID 

 ⇒可視化によるトータルコストの低減  
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なぜ標準化が必要なのか？ 
・利用者側で標準化を行い、標準化された技
術を各社が採用することにより、導入コスト
の低減が可能 
 １次元/2次元シンボルは標準化によりシンボル（媒体）、プリンタ、
リーダなどの機器および関連ソフトウェアが複数企業から提供され
技術・価格の競争が促進された。 

・日本と海外（特にASEAN）を共通運用する
ためには国際標準に適合させる必要がある。 
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グローバルサプライチェーン 

国際標準化の考え方 
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サプライチェーンマネージメントのゴール 

世界中どこに荷物があっても即座に 
所在が解る（地球規模のネットワーク） 
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サプライチェーンマネージメントのゴール 

製品 
（部品） 

包装 

コンテナ 

輸送手段 
（船） 

RFID 

サプライチェーン 
全域の可視化 

輸送 
単位 

リターナブル輸送機材 
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標準化の考え方 

高容量データキャリアに
よるデータベース複合 

システムの構築 

EDIデータを 
荷物に表示する 
手段が必要 

ペーパー EDI 
EDI 補完の 
手段が必要 EDI (EC)の 

導入促進 
UN/EDIFACT,  

EANCOM, XML 

製品の 
ライフサイクル 
管理の実現 

 
部品・製品の 

調達、生産、輸送、
販売、修理、 
リサイクルの 

一元管理が必要  

全ての企業への 
EDI導入不可能 

（企業識別コード必要） 

EDIデータと荷物を 
紐付けする 
必要がある 

1次元シンボルによ
るデータベース集中 
システムからの脱皮 

・全ての物品、全て
の輸送容器、全て
の輸送手段に 

固有の識別番号 

・通関を含めた 
インターモーダル 

輸送の実現 
・在庫削減、適切な 
生産計画の実現 

GPS・RTLS（リアルタ
イムロケーションシステ

ム）の利用促進 
 
 

絶対ロケーション 
コードの標準化 

高容量データ
キャリアの利用

促進 
2D シンボル 

RFタグ 

 

データキャリア／ 
コンテンツの 

標準化 

ボーイング 
B787調達システム 
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識別の原則 

全ての産業分野で全ての物 に、世界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送容器
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送手段
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての輸送中継地
点 (空港、港湾等)
の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置
コードを付与する 

GPS /RTLSと連動 

全ての産業分野で全ての輸送単位（梱包） に、世
界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

緯度経度 

SCMの高度化 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先 に、世界で唯一のオープ

ンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置コー
ドを付与する 

全ての税関／出入
国管理事務所の位
置 を示す、世界で唯一

のオープンな位置コード
を付与する 

複合一貫輸送の実現 
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標準化協力体制 

自動車輸送 
ISO TC204 

鉄道輸送 
IEC TC9 

包装 
ISO TC122 

コンテナ 
ISO TC104 

ISO/IEC 
JTC1  
SC31 

船舶輸送 
ISO TC8 

Intelligent Transport Systems 

Ships and 
marine 
technology 

Packaging 
Freight  
containers 

Electrical 
Railway 
Equipment 

IMO 
International 
Maritime 
Organization 

WCO 
World Customs 
Organization 

税関 



 10 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2014-07-30 

サプライチェーンの階層 

階層0 階層1 
階層2 

階層3 
階層4 

階層5 

      

      
      

      
      

      
      

      

輸送単位 

リターナブル 
輸送機材（RTI） コンテナ 

包装 製品 

輸送手段 

RPI RPI 

当事者により必要な
情報が異なる。 
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サプライチェーンの階層 

階層 5 

階層 4  

階層 3 

階層 2  

階層 1 

階層 0 個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

リターナブル 
輸送機材 

リターナブル 
輸送機材 

コンテナ 

輸送手段  （自動車、飛行機、船、列車） 

RPI 

RPI 

部品、材料 

RPI  

RPI  

RPI 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

個
品 

自動車 
自動車 

エンジン 

輸送 
単位 

エンジン 
エンジン 

エンジン 
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RTI Returnable Transport I temとRPI Returnable  Packaging  I tem 

販売店（工場） 
工場 

消費者 

リサイクル 
工場 

廃棄 

物品 
(製品・部品） 

包装・容器 

家庭内 
リユース 

リユース可能な 
容器 

輸送単位 

RTI RPI 

リサイクル 

RTI 

容器 

リサイクル
物品 

返却 
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グローバルサプライチェーン 

データキャリアの階層と
標準化の進捗 
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サプライチェーンのデータキャリア階層 

タグ固有ID 

データキャリア 
識別子 

DoD 

UPU 

AIAG 

EIA 

DHS 
自動車分野 TC204 

船舶分野 TC8 

航空機分野 TC20 

列車分野 TC9 

コンテナ識別 

動物識別 

情報識別 

人の識別 

ODETTE 

JAIF 

国際的な業界団
体規格はISO規格
に適合させている 
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データキャリア規格の階層詳細 ISO規格 

エアーインターフェイス 
メモリー構造 

複数の 
エアーインターフェイス 

シンボルが異なっても 
格納データは同一 

JAIF 

UHF Code 128 QR Code 

AIAG 

日本提案ではあるが 
日本企業は不適合 
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物品識別の基本的な考え方 日本発国際提案 

 
   

 e.g.) CII, Duns etc 
各企業で 
内容も管理 

e.g.) Odyssey, 
AS400…. 

各々のコードのデータ長は特段定めず、必要に応じ
ISO15418に従った識別子を挿入する。 

発番機関コード / 企業コード / 製品コード / シリアル番号  
商品識別用ｺｰﾄﾞに関する標準規格 

e.g.) Honda, TOYOTA, 
         DENSO, IBM… 

各企業で 
内容も管理 

e.g.) VIN No., 
         Lot No….. 

基本的な考え方 

国内に閉じた体系と
せず国際的に通用
する体系とする 

既存のコード体
系をそのまま 
活用できるよう
な体系とする 

異なる業種の商
品を扱う流通や消
費者にとって共通
に扱える 輸送機材 

包装 

部品・製品 

輸送単位 

国際性  互換性 

業際性 

申請が必要 発番機関が管理 
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ユニーク識別規格 

企業が定めた製品品番 企業が定めたシリアル番号 

ユニーク識別の基本構造 

規格番号  桁数 規格名称 

ISO/IEC 
15459-1 35  Unique Identifiers 

 Part1: Individual Transport unit 
15459-2 -  Part2: Registration procedures 
15459-3 -  Part3: Common rules 

15459-4 50(20)  Part4: Individual  
             Products and product packages 

15459-5 50(20)  Part5: Individual  
             Returnable transport items (RTIs) 

15459-6 50(20)  Part6: Groupings 
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RFタグは、既に活用されている1次元/2次元シンボルと
の並存が必須 

サプライチェーン国際規格の相関 

輸送機材 

包装 

部品・製品 

輸送単位 Global Transport Label 

1次元/2次元シンボル規格と 
RFID規格とは 
整合性が取れているか？ 
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ISO/IEC15459-5 

ISO/IEC15418 

ISO/IEC15434 

ISO/IEC15424 

ISO15394 

ISO22742 

ISO28219 

ISO/IEC15459-1 

ISO/IEC15459-4 

ISO/IEC15459-4,6 

ISO17365 

ISO17346 

ISO17367 

ISO17364 

1次元/2次元シンボル RFID 

ISO/IEC15963 

ISO/IEC15961, ISO/IEC15962 

ホストコンピュータ 

ISO15394 

サプライチェーン国際規格の相関 



 20 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2014-07-30 

（1）どこまで標準化できたか⇒基本的な規格は完成した。 
  データキャリア ：ISO/IEC 18000-3M3、 ISO/IEC 18000-6C （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 18004、 ISO/IEC 16022 （2次元シンボル） ・・・ 
             ISO/IEC 15417、 ISO/IEC 16388 （1次元シンボル） ・・・ 
  データ構造   ：ISO/IEC 15459-1、 ISO/IEC 15459-2 、 ISO/IEC 15459-3 
              ISO/IEC 15459-4、 ISO/IEC 15459-5 、 ISO/IEC 5459-6 ・・・ 
  データ格納方法：ISO/IEC 15961、 ISO/IEC 15962  （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 15418、 ISO/IEC 15434 （1次元/2次元シンボル） ・・・ 
  サプライチェーン：ISO 17363、 ISO 17364・・・ISO17367 （RFID） 
             ISO 28219、 ISO 22742、 ISO 15394 （1次元/2次元シンボル） 
 

（2）規格で残された課題は何か⇒ほぼ完了した。 
 a) RFタグにISO/IEC 15459で規定するデータが格納できない。 
  b) インターモーダルなサプライチェーン規格がない。 
 c) アプリケーションでRFIDと1次元/2次元シンボルとのホストへの 
    転送データ構造が一致しない。 
    d) ローコストRTI識別技術が確立していない。 
  e) オープンな位置コードが標準化されていない。 

   ⇒更なる課題の表面化。 

サプライチェーンでの標準化進捗 
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（3）どう取り組んだか 
 1)サプライチェーン全体を統括する規格。 
    ⇒アプリケーションプロファイル標準化（ISO TC204） 
   ⇒ISO 24533 成立（JAISA）  
 2)複数データキャリアの使用に対する整合性確保。 
    ⇒サプライチェーンの階層を横断的に利用するための 
      データキャリア標準化（ISO TC122） 
  ⇒ISO 17370 成立（JAISA） 
 3）RTI管理システムの進化 
      ⇒通い箱ダイレクトマーキングの標準化（ISO TC122） 
   ⇒ISO 17350 成立（JAISA） 
 4)サプライチェーンにおける位置コードの利用。 
    ⇒ISO 18495 完成車物流における位置コード 
      DIS投票（JAISA） 
  ⇒更なる課題の表面化 

サプライチェーンでの標準化進捗 
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グローバル サプライチェーン 

全体像 
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グローバルサプライチェーン構造と規格 
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グローバルサプライチェーン関連規格 160規格 

 

 
 

ISO TC122  Packaging 

Supply 
Chain 

ISO TC204  Intelligent transport systems 
ISO 14814,14815,14816,17261,17262 
ISO 17263,24533, 24534 ,26683-1,2 
ISO 18495-1,2 

ISO/IEC JTC1 SC31 WG5 
Real time location system 
ISO/IEC 24730-1,21,22,3,4,5,61,62 
ISO/IEC 24769-2,5  24770 

ISO TC8 
Security management 
   for the supply chain 
 ISO 28000､28001､28004､20858 

ISO 21849 

RFID Air Interface 
ISO/IEC 18000-1  Definition parameters 
ISO/IEC 18000-2  Air Interface ≦ 135 KHz 
ISO/IEC 18000-3  Air Interface 13.56MHz 
ISO/IEC 18000-4  Air Interface 2.45GHz 
ISO/IEC 18000-61,62,63,64 
     Air Interface 860 - 960MHz 
ISO/IEC 18000-7  Air Interface 434MHz 

 ISO TC154  EDI 

ISO TC20  Air Craft ISO/IEC JTC1 SC31  AIDC (Data Carrier ) 

TEST Method 
ISO/IEC 30115 OCR 
ISO/IEC 29158 DPM 
ISO/IEC 29133 RHM 
ISO/IEC 24720 DPM 
ISO/IEC 19782 
ISO/IEC 15426-1,2  
ISO/IEC 15423 
ISO/IEC 15421 
ISO/IEC 15419 
ISO/IEC 15416 
ISO/IEC 15415 
ISO/IEC 1831 OCR 

Symbol , OCR 
ISO/IEC 15417  Code 128 
ISO/IEC 15420  EAN/UPC  
ISO/IEC 15438  PDF417 
ISO/IEC 16022  Data Matrix  
ISO/IEC 16023  Maxi Code  
ISO/IEC 16388  Code 39  
ISO/IEC 16390  I 2 of 5  
ISO/IEC 18004  QR Code  
ISO/IEC 24723  GS1 Composite  
ISO/IEC 24724  GS1 Data Bar 
ISO/IEC 24728  Micro PDF417  
ISO/IEC 24778  Aztec Code 
ISO/IEC 1073-1,2 OCR 

Method of  Items Identification  
ISO/IEC 15418  GS1 AIs and ASC MH10 DIs 
ISO/IEC 15424  Data Carrier Identifier  
ISO/IEC 15434  Syntax for High Capacity ADC Media 
ISO/IEC 15459-1 ,2,3,4,5,6,7,8 Unique Identification 
ISO/IEC 19762-1 ,2,3,4,5 Vocabulary  
ISO/IEC 29162  Using data structures 

Method of  Data Encoding (RFID) 
ISO/IEC 15961-1,2,3,4 Data protocol 
ISO/IEC 15962  Data encoding rules 
ISO/IEC 18001  Application requirements 
ISO/IEC 24791-1,2,3,4,5,6 Software system 
ISO/IEC 24729-1,2,3,4 Implementation guideline 
ISO/IEC 24753  Encoding processing rules  

RFID TEST Method 
ISO/IEC 18046-1,2,3 
ISO/IEC 18047-2,3,4,6,7 
ISO/IEC 15963 
ISO/IEC 24710 
ISO/IEC 20017 EMI 
ISO/IEC 29160 Emblem 

Mobile, Sensor Network 
ISO/IEC 21450 TEDS 
ISO/IEC 21451-1 NCAP 
 21451-2 TEDS 
 21451-4 TEDS, 21451-7  
ISO/IEC 29143,29172 
ISO/IEC 29173-1, 29174-1,2 
ISO/IEC 29175 
ISO/IEC 29176 
ISO/IEC 29177 
ISO/IEC 29178 
ISO/IEC 29179 

Item(RFID) Security 
ISO/IEC 29167-1,3,6 
ISO/IEC 29167-10,11  
ISO/IEC 29167-12  

ISO TC122  Packaging 

ISO 830 
ISO 6346 
ISO 17712 
ISO 10374 
ISO 18185-1,2,3 
ISO 18185-4,5 

ISO TC104 
Freight Container 

UN/EDIFACT  ISO7372 
 ISO 9735-1,2,3,4,5,6,7,8,9 
(EANCOM),CII 
ANSI ASC X12, XML 

ISO 17350 
ISO 17570 
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グローバルサプライチェーンに 
関するJAISAの標準化活動 

物品識別標準化委員会 
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サプライチェーン関連標準化委員会 

事務局 物品識別標準化委員会 研究開発 
センター 

システム専門委員会 

シンボル専門委員会 

RFID専門委員会 

物流用データキャリアの 
インターフェイス委員会 

リターナブル容器の 
ダイレクトマーキング委員会 

TC204 SWG7.3委員会 

23年度から委員会を統合 
24年度終了 

 

23年度から委員会を統合 
24年度終了 
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物品識別標準化委員会 審議体制/審議規格 

ISO 

経済産業省産業技術環境局  

日本工業標準調査会(JISC) 

TC20 
航空・宇宙 

WG13 

TC１２２ 
包装 
WG12 

物品識別標準化委員会 

番号 規格名称 

17363 Supply Chain Applications for RFID 
  - Freight containers 

17364 Supply Chain Applications for RFID 
  - Returnable transport items  

17365 Supply Chain Applications for RFID 
  - Transport units  

17366 Supply Chain Applications for RFID 
  - Product packaging  

17367 Supply Chain Applications for RFID 
  - Product tagging  

番号 規格名称 

15394 
Bar code and two-dimensional 
symbols for shipping, transport and 
receiving labels 

22742 
Linear bar code and two - 
dimensional symbols for product 
packaging  

28219  
Labeling and direct product 
marking with linear bar code and 
two – dimensional symbols 

21849 
Aircraft and space -- Industrial 
data -- Product identification and 
traceability 
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物品識別標準化委員会 委員会構成 

25団体 

2001年設立当時 
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グローバル サプライチェーン 

課題1 
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ユニークなコードが使用されていない 
・EDIは企業（接続端末）をユニークに識別してい
るがEDIに基づくデータはユニークではない。 
・発荷主（製造元）がつける製品品番、輸送単位
等の識別番号がユニークでないため輸送業者、
通関業者などは番号の付け替えを行わざるを得
ない（別の目的で、製造業者の番号を使用しない
場合がある）。 
 ⇒RFIDはユニークコードを格納する必要がある 
 RFIDの利用によりユニークコードの利用を促進   
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受発注情報とデータキャリアへの添付情報 

EDI情報 

受注者品名コード 

受注番号 

受注者コード 

発注者品名コード 

発注番号 

発注者コード 

EDIでやり取りされる情報は 
回線が接続されている前提で 
ユニークになっている 

受注者 
品名 
コード 

発注者 
品名 
コード 

注文番号 受注番号 

出荷番号 
出荷明細番号 

発注番号 
発注明細番号 

物や伝票に付
加される情報
はユニークで
はない 
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受注者（仕入先）コード 

受注者コードは発注側が決定し、 
発注企業の枠内でユニーク性を担保。 
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番号の付け替え理由 

番号の付け替え理由 
・番号体系を自社の管理下に置きたい 
・購入部品の種別に対して適切（画一的）な 
 番号体系にするため 
・受注側がユニークな番号体系を持たない 
・情報のセキュリティ性を向上させる 

・番号の付け替えは自社の管理下、範囲内での 
 ユニーク性を担保する最も簡単な方法 
・番号の付け替え費用の試算が非常に 
 困難なためメリット、デメリットの判断が不可能 
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受注情報 

出荷情報 

ID1 

発注情報 

入荷情報 

ID1 

ID5 

ID4 

ID4 

ID3 

ID3 

ID2 

ID2 

ID1 

コンテナID 

発注情報・出荷情報 

サプライチェーン全域にわたって 
瞬時にネットワーク化は不可能 

データベースが存在しない 
企業もある 

現在使用しているコード体系の 
早急な切り替えは困難 

追記型で高容量の 
データキャリアの 
使用（RFID） 

データキャリアの情報で 
全ての作業が可能 

移行時の 
問題解決 

クラウド・シングルウインドウ 
ネットワーク 

RFIDと2次元 
シンボルの併用 

サプライチェーンで可視化を実現する方法 
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グローバル サプライチェーン 

課題2 
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リターナブル輸送機材（RTI）は過去、ほとん
どコンピュータ管理されてこなかった。 
・空のRTIは輸送業者が自主的に回収している 
（製品製造業者からの詳細な回収指示はない）。 
・正規のRTIがないと、輸送品質上、製品を納入できない
ため、RTIの補充発注が頻繁に行われる。 
・RTIは多種多様であり、RTIの価格によりその管理方法
が異なる。 

⇒RTIの管理方法が確定していないので、RTIの
紛失のみで導入効果が算定できる、比較的高価
（金属製）なRTIからトライアルする。 
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静脈物流の管理手法が確立していない。 
・かんばん・送荷案内・・で動脈情報が荷物に添付されて
いる多が、それらにRTI情報が含まれていない。 
・製品品番とRTIが一対一に対応している場合、送った
RTIの種類と総量は解るので、取引情報からRTIの総量
管理は可能（安いRTIの場合、管理コスト低減が必要） 
・RTIにRFタグをつけると、RTI識別と同時に輸送単位識
別が可能。 

⇒RTIにRFIDを使用するためには、動脈情報の利
用が効果的であるが、その標準化が重要。 
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RTI管理システム 

物流センター 物流センター 

リターナブル輸送機材 
管理システム 

静脈物流 静脈物流 

受発注情報が 
全てのトリガー 

物流センターでは 
洗浄した後返却 

空箱の識別はコード体系とデー
タキャリアの価格/混在使用が 
重要 

動脈物流では 
実入りの現品票、
かんばんと箱情報
をリンクさせる 

静脈物流では箱と介在の
一体管理 

リライタブル 
ハイブリッド 
メディア 
ISOIEC29133 

ビジネス 
インフラ 
（EDI） 

洗浄管理システム 

輸送資材識別 通い箱へのダイレクトマーキング 
データキャリアのIF 

動脈物流は 
部品識別の 
標準化重要 

動脈物流 動脈物流 

受発注情報 受発注情報 
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RTI管理システム 

RTI識別 

RTIのリース・ 
洗浄管理 

RTI管理方法 

RTIダイレクト 
マーキング標準化 

物流用データキャリアの 
インターフェイス標準化 

RTI 
管理 

システム 
製品・部品識別 

業界EDI 
ビジネスインフラ 
（輸送単位識別） 

かんばん、現品票 
納品書、受領書
の小型化・標準化 

WEB型EDIの 
標準化・普及 

ローコスト 
データキャリア 

自動車業界規格 
自動車業界規格 

データキャリアの混在使用 

JAIF, 
ISO 17364 

JAIF, 
ISO 17367 

JAIF, 
ISO 17365 
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グローバル サプライチェーン 

課題3 
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RFIDがQRコードと同様に手軽に使用不可。 
・グローバルサプライチェーンに適したUHF帯RFID
（ISO/IEC 18000-63 タイプC）を基本に考察する。 

・RFIDを使うためには、最小限ISO/IEC 15962を
理解する必要があるが、ほとんどのRFID関係者
が無関心（無視）である。 
・ISO標準、EPC標準に適合したリーダ・ライタが存
在しない（国際的な業界標準はISOに適合）。 
 ⇒RFIDの利用拡大のためには、利用者の負担
を低減する、標準ミドルウェアの開発が不可欠。 
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規格の構成と役割分担 

QRコード 



 43 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2014-07-30 

世界の自動車業界の 
ＲＦＩＤ規格と要求事項 

（JAIF） 
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なぜ自動車業界なのか？ 
・自動車業界は裾野が広く多様な業界を包含しており産
業界全体への波及効果が見込まれる。 
・EDIが使用され、電子データベースが存在している。 
・一般的に、階層構造をなし、部品のリードタイムが長い。 
・国内生産を維持するためには3次、4次仕入先の情報化
による競争力強化が必要。RFIDはそのための有力な
ツールに成り得る。 
・ RFIDは自動車のライフサイクル管理の有力なツールに
成り得る。 
・RFIDの業界標準化（JAIF）が進んでいる。 
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JAIF 
審議体制 
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国内推進体制 2007 

電子タグ標準検討 
グループ 

電子タグコア会議 

電子タグ研究 
ワーキンググループ JAMA/JAPIA 

AIDC（RFID）  
ワーキンググループ 

部工会 
電子情報化委員会 

ＥＤＩ部会 

自工会 
電子情報委員会 

ビジネスシステム部会 
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国際委員会構成 2007 

Automotive Industry Action Group 
北米自動車工業界における標準策定推進団体 

自工会 部工会 
日本 

AIAG 
米国 

STAR 
Standards for Technology in  

Automotive Retail 
北米自動車販売店業界における標準策定推進団体 

Organisation for Data Exchange by  
Tele-Transmission in Europe 

 欧州全域の自動車業界における標準策定推進団体  

Odette International 
欧州 

GALIA 
（仏） 

Odette  
Czech 

SMMT 
（英） 

VDA 
（独） 

Odette  
Sweden 

Odette  
Spain 

〔 Ｏｄｅｔｔｅ傘下の各国標準化団体 〕 

Joint Automotive Industry Forum 
※2007年11月に従来の3極覚書を更新し、新体制発足  
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JAIFの経緯 
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JAIF規格の経緯 

2007年8月：JAIFのキックオフ（デトロイト） 
2007年11月：3極の覚書 
    JAMA/JAPIA（日本）、 AIAG （北米）、ODETTE（欧州） 

 2011年11月：製品識別規格成立：AIAG提案 
        製品：自動車（VIN：車体番号）、自動車部品 

 2010年11月：輸送機材識別規格成立：JAPIA提案 
        輸送機材（RTI）：通い箱、パレットetc 
     RTI：Returnable Transport Items 

 2013年6月：輸送ラベル規格、文字認識規格提案 
        輸送資材規格改定提案 
     輸送機材規格：センサーRFIDの包含 
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JAIF規格とISO規格との相関 

 JAIF輸送機材識別規格審議（2008年～） 

・内容がよくわからない（参照規格が多い） 
 ⇒ANNEX（附属書）を大幅追加 
・35桁必要⇒ビットコンパクション（ODETTE要求） 
 ⇒ISO/IEC 15961,15962の規格を適用 
 ユーザメモリーが存在するRFタグでUIIの最大値は2009年当時 
  240（272－32）ビット（日立響Ⅱ）で30桁（8ビット）格納可能 

 ISO 17363～ ISO 17367の改定作業（2010年～） 
ユーザメモリーへの格納を考慮すると単純な6ビットコンパクションではなく
特別なコンパクションが必要 

 高容量RFタグの開発が進む（UIIが240ビット以上） 

 JAIF部品識別規格成立（2011年11月） 

7ビットASCIIから最上位ビットを 

削除すると、コントロール記号が 

表現できない。JAISAで担当 
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JAIF規格と業界の動き 

 輸送機材識別規格（2010年）、部品識別規格（2011年） 

 アジアシームレス物流フォーラムで発表 
 ⇒流通研究社からJAPIAに委員要請 

 流通業界に続くRFID規格制定 
 ⇒業界標準規格成立により市場の活性化 

 JAMAで運用ガイドラインの作成 
 JAMAで最初に完成車物流に適用検討 
   トヨタ（NEC、小林クリエイト）、三菱、日産などが賛成 

 完成車物流における位置情報規格の作成 
 JAISAで分担（TC204 SWG7.3、野村総研） 

JAISAでISOのJIS化と 
普及・啓発活動 

JEITA・JILS 
業界標準化必要 
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金属製循環型物流機材（RTI）用RFIDに 
関する国際標準化に関わる 
フィージビリティスタディ 

プロジェクトの位置づけ・
今後の展開 



 53 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2014-07-30 

金属製循環型物流機材（RTI）用RFIDシステムを
構築するためには、 
・ユニークな番号体系（企業コード）の導入 
・RTI管理システム（動脈と静脈の形態）構築 
・RFIDミドルウェアの仕様確定と製作 

が必要になる。 
⇒将来は、RTI管理システムの標準化を進め、RTI
も現状のコンテナと同様に、輸出入における税金
処理を廃止することにより、物流コスト低減と、環
境対策を両立させる。（特にASEAN） 
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RTIおよび輸送単位トレーサビリティ用システムを構築す
るためには、 
・日本からの輸出品にRFタグを装着し、製造業者、運送
業者、通関業者でRFタグを読取り、トラッキングを行う。 
・輸入国で通関業者、運送業者、発注者がRFタグを読取
り、トラッキングを行う。 
が必要になる。そのためには、 
⇒日本の電波法認証リーダライタが対象国で使用可能
であること。 
・日本で認証した機器が対象国でも使用可能であること。 
（リーダライタの仕様がメーカにより異なるため、対象国で使用可
能なリーダライタであっても、共通ミドルウェアに対応していない
リーダライタだと使用できない。） 
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ご清聴、ありがとうございました。 
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参考 
JAIF輸送機材規格 
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プロジェクトテーマの選定  

RFIDの活用ニーズ 

0           2          4           6           8           10 
回答社数 

※経済産業省資料より抜粋 

N=25 

JAIFで最もニーズが高い 
輸送機材（ＲＴＩ）を対象とした 

RFIDのグローバル標準作りに合意した。 

製品・部品または個装 
リターナブルコンテナ 
パレット 
コンテナ(陸/海/空) 
フォークリフト等の物流機器 
輸送用トラック 
その他 

2007年8月 デトロイト会議 
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ＲＴＩ 識別規格 

JAIF :  
Joint Automotive 
Industry Forum 
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ＲＴＩ識別規格開発メンバー 

RTI: 
Returnable 
Transport Item 

米国（AIAG） 

欧州（ODETTE） 

日本（JAMA） 

日本（JAPIA） 
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RTI識別規格の内容 

 1 適用範囲 
 2 引用規格 
 3 用語及び定義 
 4 サプライチェーンモデル 
 5 輸送資材 (RTI)の定義 
 6 輸送資材の固有識別 
 7 RFID要件 
 8 1次元/2次元シンボルの要件 
 9 ラベルのレイアウトと位置 
10 リライタブルハイブリッドメディアの 
  要件 

管理対象を規定 

識別コードを規定 

RFIDを始めとする 
データキャリアの 
仕様を規定 
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RTI識別規格の対象 

中敷き  

フレーム  

ふた  

パレット 

ロール材 
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RTI識別規格策定のポイント 

ＲＴＩ管理へのRFID適用規格 

JAMA/JAPIAで運用している  
各種“コード”や 

従来“メディア”をそのまま使用可能とする。 

たとえば、 
・ 『国内用の“通い箱”』 と 『輸出用の“通い箱”』 とで、 
 使用すべきコード体系が変わらない。  
・ 『“通い箱”用のデータ読取り』 と 
  『かんばん/現品票用のデータ読取り』 で読取り機器 を  
 多種類 用意せざるを得ない環境は避ける。 
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RTI識別規格策定のポイント 

メディアに関わらず 
同じように接続できる。 
(システム変更なし) 

RFID 

これがRTIであることが認識できれば、上記の 
組合せでユニークな識別が可能となる。 

デンソーの企業コード：LA506002（統一企業ｺｰﾄﾞ） 

箱の識別番号：N55J4H0001（社内での管理番号） 

 現行のコード体系を 
変更せずに使用可能。 
(管理番号変更なし) 

1次元 
シンボル 

2次元 
シンボル 



 64 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2014-07-30 

RTIの識別コード体系 

３５桁以内 

その企業が個別に 
付加する管理番号 
 資産コード、 
 シリアル番号 

ISO/IEC 15459-2で定める 
登録機関から発番機関の 
認定を受けた団体が決定 
した企業コード 

ISO/IEC 15459-5で 
定めるデータ識別子 
RTIは「25B」 
RPIは「55B」 

 25B     LA       506002      N55J4H0001 

SN 
デンソー社内で 
決めた管理番号 

取引き企業間での合意があれば５０桁まで使用可 

CIN 
発番機関が決めた 
デンソーコード 

IAC 
発番機関 
コード 

具体例 
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UII（Bank01）のデータ例 
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参考 
JAIF部品規格 
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部品識別規格 

JAIF Global Radio Frequency 
Identification (RFID) 
Item Level Standard 
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部品識別規格開発メンバー 

米国（AIAG） 

欧州（ODETTE） 

日本（JAMA/JAISA） 
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部品識別規格の内容 

 1 適用範囲 

 2 参照規格 

 3 用語及び定義 

 4 序論 

 5 データ構造 

 6 RFタグデータに関するシナリオ 

 7 RFタグに関する技術規定 

 8 ビジネスプロセスへの応用 

 9 附属書A～P 

管理対象（個品、製品、部品、コンポーネント、VIN） 

ISO/IEC 15459、15961シリーズ、 ISO/IEC 15962 

75の用語を定義 

RFIDビジョン、 使用RFIDの制限 

ISO/IEC 18000-63（3M3）へのデータ格納方法 

RFタグの3つの利用方法 

RFタグの推奨仕様 

ユニークIDのデータ構造 

スマートタグ、データコンパクション、アクセス方法0フォーマット3の例、 
アクセス方法0フォーマット13の例、SGTIN-96、RFIDシステム要件、 
データ識別子、ISO646、RFIDおよび2次元シンボル、VIN ・・・・・ 
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UII（Bank01）のJAIF例 
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参考 
経済産業省の実証実験と 

その後の状況 
2004年デンソー 
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日・ASEAN実証実験 取組みの経緯 

アセアンにおける国際（域内）物流コストの低減 

①標準的な国際通い箱（リターナブル箱）の導入 
②ASEAN各国の優遇税制（再輸入容器免税）の活用ｼｽﾃﾑ構築 

【 目的】 

【 対応策 】 

【 業務ニーズ 】 
①国際物流において、国内直納品同様に「段ボール箱」から「通い箱」に 
  変更して、物流ｺｽﾄを低減したい。 
②「通い箱」を、各国通関において非課税対象としたい。 

２００４年度 J-FRONT実証事業  
経済産業省 「04年度 先導的貿易投資環境整備実証事業」 

JFRONT 

物流部門からのニーズ（この時点ではRFID活用は想定外） 

０４年度に業務側のニーズから物流課題を取り上げた。 
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日・ASEAN実証実験 物流ルート 

Routing of loaded containers 

マレーシア 

タイ 

シンガポール 
Borneo Motors 

(Customer) 

K Line  
Export Center 

DENSO  
Malaysia 

TLS  Kajang 
( Ware house) 

Kein Hing  
Industries 
(Supplier) 

日本 

DENSO Export/Import  
Distribution Center 

DENSO  
Thailand 

NYK  
(Distribution center) 

Routing of empty containers 
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日・ASEAN実証実験 通い箱例 

アセアンの標準国際通い箱として急速に使用拡大中 
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日・ASEAN実証実験 結果まとめ 

四方畳み1/48コンテナ 
モジュールの採用 

   ii) 環境への貢献 

  i) 物流コスト低減 

通い箱の標準化 

段ボール比で大きな効果があることを実証（森林保護） 
今回分（2400箱）で年間1500本分の木材伐採低減効果 

包装コスト低減率 
（対段ボール）は 
19％以上 

通い箱利用の利点 
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 デンソー J-FRONT の実際 関連企業と箱種 
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 デンソー J-FRONT の実際 箱種と使用個数 

2008年時点で 
箱種：5種類 

使用総数：138,134個 

73％ 
日本調達 
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 デンソー J-FRONT の実際 箱種と輸送ルート 

どの箱が、どこに何
個あるかは各拠点
で即座に分かる 

シングル 
ウィンドウズ 

による 
ネットワーク 

関税支払い、 
戻し税処理を 
コンピュータ化 
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 デンソー J-FRONT の実際 使用状況とコスト低減 

2009年目標 
8000万円 

コストセーブ 

1USD＝80円 
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 デンソー J-FRONT の実際 リターナブル容器の比率 

２０１０年の 
リターナブル容器比率80％ 
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 デンソー J-FRONT の実際 リターナブル容器の比率 

2008年時点 
総数：115,202 

63％がRTI 

国際輸送容器 

TH 91％ 
MY 73％ 
IA 73％ 

PAC 42％ 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81

